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Ⅰ は じ め に
保育の実践には，幼児期の特性をふまえ総合的指導のもとおこなわれるとされる。それは，
遊びを中心とした生活の中のなかで，幼児が主体的に活動を展開できるようにすることにある。
総合的指導とは，「幼児の主体性を重要視し生活経験に即して指導を行うということで必然的
に総合的になる。」（後藤2016）1）とされ，幼児自身の生活体験を通しておこなわれるものであ
る。日々の生活の中において，子ども自身が主体的に環境に関わっていく環境を保障すること
が重要である。その中で育ちゆく乳幼児の姿をとらえ，保育をおこなうことが求められる。保
育者は，子どもを理解することを通し，子どもとの相互性をもちながら保育を実践していると
いえる。保育が，日々の子どもとの関わりの中で子ども理解を通して総合的指導のもとおこな
われることは，自明の内容であり疑いはない。子ども理解については，養成段階から保育者・
教育者に求められる「専門スキルの一つである。」（上山・杉村 2018）2）とされる中，学生の
理解を深めるための授業展開の工夫は，まだまだ検討の余地があると考えられる。
このたび，「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」の一部が改定（平成30年
4月27日）された。その中で教科目の教授内容の変更がおこなわれた。この改定の背景には，
保育を取り巻く社会情勢の変化に応じるべく，平成29年3月31日に保育所保育指針が改定（平
成30年4月1日から適用）された。同時期に，幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教育・
保育要領も改定されている。これらの経緯は，保育所等に関わる環境の変化に応じられたこと
にある。さらには，保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教育・保育要
領等との整合性を図り，より質の高い幼児教育がなされることが，明示されたことが大きいと
いえる。
こうした保育の動向の中，より質の高い専門性をもった保育者の養成とその実践力が求めら
れているといえる。したがって，本稿においては，改めて保育の総合的指導の中で子ども理解
の視点がどのように活かされるのかを探る。さらに，保育士養成課程の改定において示された
教授科目「子どもの理解と援助」に着目し，保育者の専門性や養成段階に求められる内容につ
いて考察し，今後の授業展開の課題を明らかにすることを目的とする。
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Ⅱ 保育実践と総合的指導
1．保育における総合的指導の整理
保育実践における総合的指導とは，子どもの生活全体をとらえて理解，実践されることであ
る。乳幼児の生活全般を通して遊びを中心とした多様な活動を経験していくことに，環境を通
して行う教育・保育が位置づけてられてきたのである。幼児は，身の周りにあるあらゆるもの
と関わりながら，様々な体験を通し心身の発達に必要な体験を積み上げていくのである。この
幼児期における多様な活動は，生活全般を通した一連の流れの中においておこなわれているも
のであり，その活動は分断化されることではない。こうした幼児の特性をふまえながら，保育
者は望ましい指導，つまり総合的な指導を実践していくのである。その実際は，遊びを中心と
した生活の中にあり，主体的に活動を展開していくことに大きな意味をもつ。身の周りにある，
あらゆるものと関わりながら様々な体験を通して，心身の発達に必要な体験を積み上げていく
のである。安川（2017）は，「遊び」から幼児の総合的な発達を見いだしていくことは当然で
ある一方，総合的な指導のとらえについて，遊びが総合的であるという事だけでは不十分であ
ると次のように指摘する。「主体となる幼児に視点を当てて，幼児の遊びからどのような発達
が促せるか，という視点で幼児をよく見て，成長を支えていく手助けをしていくことが大切で
あり指導ということになる。」3）と述べる。このことは，遊びの内容や遊びを通した子どもの姿
のみに着目する事ではなく，幼児の生活全体を通した子どもの遊び，生活に焦点をあてること
が重要であると理解できる。子ども自身が体験を通して育ちゆく姿をとらえ，そこに指導を行
うことであり，子ども自身の主体性を発揮できるよう保障することに大きな意味があると考え
る。こうした日々の生活の中で，子ども自身が主体的に環境に関わりながら，生活していける
よう保障することが，保育における総合的指導として求められているのである。
2．幼稚園教育要領から見る総合的指導
「幼稚園教育要領」（平成29年告示）以下，「教育要領」に記載されている総合的指導からは，
遊びを通しての指導ということが強調されている。幼児の自発的な活動としての遊びについて，
第1章 総則には次のように示されている。それは，「遊びを通しての指導を中心として第2
章に示すねらいが総合的に達成されるようにすること」4）と明記される。幼児期は，生活の中
において，遊びを通して幼児自身が環境に働きかけていくことである。その中で，気付き，疑
問をもちながら，知り得ていくことを日々繰り返していくのである。こうした自発的な活動に
よる様々な体験から，「心身の調和のとれた全体的な発達の基礎」5）を築いていくとされる。幼
児の発達は，身体的な面と情緒的な面を別々に考えることではなく，「相互に関連し合い，総
合的に発達していく。」6）としている。そこには，幼児自身が幼稚園の集団の中において，人と
の関わりや様々な体験を積み重ねながら，各々の発達をとげていくことなのである。順序通り
にこなしていくことや，それぞれの領域ごとに切り離して考えていくことではないのである。
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また，第2章に示すねらいは，幼稚園教育において育みたい資質・能力を幼児の生活する姿か
らとらえたものである。具体的な内容については「幼児が環境に関わって展開する具体的な活
動を通して総合的に指導されるものであることに留意しなければならない。」7）と示されている。
このことは，幼児は全身を駆使して遊びを展開していくことにあり，遊びを通して心身のあら
ゆる面が相互に関連し，発達に結びついていくものであると理解できる。「幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領」（平成29年告示，以下「教育・保育要領」）においても教育要領と同様
の記載がある。
3．保育所保育指針から見る総合的指導
現行の保育所保育指針（平成29年告示，以下「保育指針」）では，総合的指導について，生
活や遊びを通した中において総合的に保育することが強調されている。第1章総則には，子ど
もが生活の中において，自発的，意欲的に関われるような環境を整えることが示されている。
そうした環境の中で，子どもが主体的に活動することが強調されている。総合的な指導につい
ては，「乳幼児期にふさわしい体験が得られるように，生活や遊びを通して総合的に保育するこ
と。」8）を基本として明記されている。前項の教育要領と異なる点に，「総合的な指導」ではなく
「総合的に保育する」と表現されているが，それらは同等の意味をもつととらえられる。保育
所においては，乳幼児は生活や遊びを通して，様々な発達の側面が連動しながら総合的に発達
していくのである。中でも特に，乳児期は未分化な状態とされる存在である。そうした中，生
活を通して発達にかかわる心身のあらゆる機能が，密接に関連を遂げながら育っていく。それ
らは，ひとつひとつの機能が別々に発達することではなく，総合的に発達に向かっていく道筋
の中でおこなわれているのである。保育の実践においては，子どもの育ちを促すことを意識し，
保育の内容を発達過程をふまえた上で実践されなければならないのである。そのためには，園
全体を通した組織的・計画的な保育の構成がなされる必要があるとされ，このことは，「保育
所の生活全体を通して総合的に展開されるよう，全体的な計画を作成しなければならない。」9）
と示されている。
4．子どもの生活全体を意識した視点による総合的指導
幼児生活の自己実現について，相手の生活を尊重しなくてはならないことを述べた倉橋は，
幼児教育についてを，教育を生活に取り組む事ではなく，「生活を主体として，その中へ教育
を織り込む」10）という表現をしている。このことの意味は，幼児の生活を主とするために，生
活形態に重きを置いて考えることが重要であると理解できる。保育所における保育の特性には，
養護と教育を一体的に行うことが求められている。特に保育所においては，発達過程の最も初
期であるとされる乳児からの生活の場である。また，近年の乳児の利用者数は増加傾向にあり，
保育所における利用時間ないし生活時間は，おおむね10時間を占め長時間にわたるといえる。
これらのことから，保育所においては養護の側面は色濃く表れて当然である。保育所の機能を
75
発揮させるべく，養護の面を保障した保育の営みは切り放すことはできないのである。これら
のことをふまえ，養護と教育の一体性をより強く意識して保育をおこなわれることが重要であ
る。保育の営みの基本を，増田（2000）は，子どもと保育者（大人）が共に創造する事である
とし，生活と遊びについて「二分するのではなく，（遊びも含めた）生活を通して総合的に保
育すること。」11）と述べている。そうした中での実践は，子どもが生活の中において興味関心に
引かれ，仲間と共に遊びが継続される中で，総合的指導は活かされていくべきことである。自
然や事象との出会いや関わりの中から，子どもの体験や心情の様子を伺いながら，保育者も子
どもと共感したり一喜一憂しながら生活を共有していくことにある。このことは，次に述べる
子どもを理解する視点にも重なり合うことである。
Ⅲ 保育の総合的指導と子ども理解の関係
1．子どもを理解することの整理
子ども理解については，これまでに多くの研究が蓄積されつつある。ここでは子ども理解の
視点について整理することとする。
子どもを理解することは教育実践の基礎であるとされ（小田・榎沢，2013）12），大豆生田
（2017）は「保育は子ども理解に始まり子ども理解に終わる」13）と述べる。さらにこのことは，
時代が変ろうとも全く変わることのない永遠のテーマであると強調している。子ども理解の必
要性は，保育を実践するうえでの基盤であるといえる。そうした上での保育者のかかわりにつ
いて，小川（2010）は「幼児の自己形成の可能性を読み，そこから保育者のかかわり方を規定
していくという意味で，幼児理解が援助の一部となる。」14）と述べている。このことは，『幼児
理解と評価』においても「幼児を理解することが保育の出発点となり，そこから一人一人の幼
児の発達を着実に促す保育が生み出されてくる。」15）と示されるように，かかわりのへのスター
ト地点となる。つまり，日々の子どもの姿を見極めていくことが重要であることから，「一般
化された幼児の姿を基準として，一人一人の幼児をその基準に照らして優れているか劣ってい
るかを評定することではない」16）としている。幼児を理解することは，「一人一人の幼児と直接
触れ合いながら，幼児の言動や表情から，思いや考えなど理解しかつ受け止め，その幼児の良
さや可能性を理解しようとすること。」17）と示される。つまり，表面的な行動のみをとらえるこ
とではなく，子どもの感情に寄り添いながら理解することが必要である。生活を共にし，時間
を共有しながら相手に寄り添いながら理解していくことは，日常的な関わりの中でなされるこ
とである。これらのことは，子どもを理解する事の基本姿勢として示された，カウンセリング
マインドを生かした保育の考え方とも共通する。保育の営みについて大切なことは，幼児との
間に信頼関係を作ることであるとされ，「心のつながりを大切にする，相手の立場に立って共
に考える，ありのままの姿を温かく受け止め見守る，心の動きに応答する。」18）姿勢でかかわる
ことにある。つまり，幼児の言葉や表情から感じている事や，実現しようとしていることを受
け止めることにあり，さらには，自分で課題を乗り越えていくための適切な援助をすることが
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重要であるといえる。
2．総合的な視点と子ども理解
保育の総合的指導に中における，子ども理解という視点で考えてみる事とする。蘇・香宗我
部・三浦・秋田（2009）は，子ども理解についてを，子どもと関わりながら，「その子どもの
発達，性格，感情だけでなく，人間関係や環境も視野に入れて総合的に理解すること」19）とい
う幅広い視点のもとでなされることが強調されている。このことは，子どもの内面を理解する
ことに，個々の理解を保障すると共に，周囲の環境様や様子も含めた状況の理解も同時にする
ことを示していると考えられる。そこから，状況に応じた対応，適切な関わりが判断されてい
くと考えられる。多賀（2016）は，子どもの発達ついては，生物としての発達現象ではなく，
子どもを取り巻く全てのことが影響していると述べる。子育てや保育の環境の他に，「社会制
度や文化，さらには歴史に至るまで，およそ人間を理解するために必要な事象と関係する。」20）
と示すように，広い視点を持ったその子理解が重要となり，一人一人の発達の特性に応じた指
導がなされる必要がある。こうした多面的な視点のもとになされる子ども理解について，上山・
杉村（2018）21）は，保育者の専門的なスキルとして，子ども理解についての保育者の認知過程
を可視化することが明確化されることが重要であるとしている。
3．循環する視点と子ども理解
「『幼児理解を極める』を目指して」22）には，教育の質を高めるためには幼児理解からである
と記されている。幼児が今，何に興味を持ち，何を実現しようとし，何を感じているのかを捉
え続けていかなければならないとし，次の5つの視点を示している。それは，幼児理解から始
まること，温かい関係を基盤とすること，発達する姿を捉えること，集団と個の関係を捉える
こと，そして保育を見直すことを示している。これらのことからは，状況把握とかかわりが，
子どもとの相互関係のもとなされることが明らかである。さらに，個々の状況と集団における
状況の理解，ならびにその状況に応じた関わりが求められる。個々の姿をみきわめ，個々の子
どもの理解なしには，集団における一人一人への望ましい援助にはつながらないといえる。集
団における子どもの発達がめまぐるしいことと，集団や仲間の力による相乗効果も期待できる
ことは言うまでもない。また，集団状況に対する子どものケアにおけるこれまでの研究から，
遠藤（2016）は，保育者が子どもと関わる際に，個人に対応するのみならず，集団に対する
「共感性・許容性・構造化」23）が重要になると記している。集団を意識した保育の環境は子ども
のとの関わりも安定した状態が保たれるとしている。このように，子ども理解は，子ども相互
はもとより，個と集団を循環した中でなされていることと整理できる。さたに，循環する考え
方として，実践を省察し，指導計画を見直し保育を再構築していくことを示している。つまり，
保育を実践しながら，自身を常に省察することが必要である。さらに，保育そのものや子ども
の姿を振り返り，次の保育の構想につなげていくこは，子ども理解には不可欠であるとされる
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PDCAサイクルの実践であり，園全体を通して，組織的に実践されるべきことである。その
ためには，保育者が個人で行うことに留まらず，保育者間で共有する事や話し合いを通して，
子どものとらえ方や次へのかかわりについて探っていくことが重要である。森上が，「他者と
その見方，考え方を交流し検討し合うことが必要」24）と述べることから，多面的な考え方やと
らえかたをしながら，子ども理解を深め，見取りをすり合わせながら次の望ましい保育実践に
活かされることが重要なのである。
4．保育者の気付きと子ども理解
幼児の生活の中において，人やものとのかかわりを通した中で，心が動かされることや不思
議や面白さに気付く場面は，数知れないとされる。中には，思いがけない自然現象の表れや，
その時々の季節ならではの，偶然出会わせてくれる現象もある。それらは子どもにとっては，
興味深いできことであり，不思議を感じさらに知りたいという探究心にもつながっていく。こ
れらの子どもの気付きや，興味関心や心を寄せている事は，必ずしも言語化されることや，私
たちに分かりやすい形で表れることばかりではない。そうした時に，保育者が子どもの心の状
況にいかにして気がつけるかということが重要なのである。保育実践の中における子どもの気
付きについては吉田・中川・片山（2017）は，気付きには段階や順序性があるとした。それは，
「瞬間的，直感的な第1段階，子どもの内面を読みとろうとする第2段階，保育実践を振り返
り，新たな枠組みの中で気づく第3段階」25）と示す。このことから，子どもが目の前で心を動
かされるモノに出会い，関わり，芽生えの瞬間を，保育者はいかにして気がつけるかというこ
とが重要であることがわかる。そして，次に子ども内面を考えながら関わっていくことが求め
られるのである。さらに，保育者自身がその保育の一連を振り返りながら，次への保育に活か
そうとすることを日々くり返し熟成させながら，些細な気付きと共に保育は実践されていくこ
とが重要なのであるといえる。
Ⅴ 養成段階と保育者の専門性
1．保育士養成課程における教授科目
先述の通り，「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について」の一部が改定26）された。
ここでは，その一端である教科目の教授内容［保育の対象の理解に関する科目］の「子どもの
理解と援助」に焦点をあてる。目標には，大きく4つの項目が示される（表1）。それらは，
子どもの実態に応じた発達や学びの把握，子どもを理解する視点と方法の理解，子どもの理解
に基づく発達援助について理解する事である。つまり，養成段階における，内容は次のように
示される。子どもの実態に応じた発達や学びの視点には，保育における子ども理解の意義，子
どもの理解に基づく養護及び教育の一体的展開，子どもに対する共感的理解と子どもとの関わ
りの理解である。子どもを理解する視点においては，子どもの生活や遊び，保育の人的環境と
しての保育者と子どもの発達，子ども相互の関わりと関係づくり，集団における経験と育ち，
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葛藤やつまづき，保育の環境の理解と構成，環境の変化や移行の視点をもって子どもの理解の
視点をもつことが示されている。そして，それらの実践するための方法においては，観察，記
録，省察・評価，職員間の対話，保護者との情報の共有とされる。最後に子どもの理解に基づ
いた発達援助として，発達の課題に応じた援助と関わりについて学ぶことが，示されているの
である。これらのことから子どもの理解に基づく，実践的内容の充実が図られたのである27）。
2．求められる保育者の専門性
神長（2016）は，「小学校入学前の子どもの教育・保育を担う保育者に求められる専門性」28）
に，9つの内容を掲げている。その最初の項目には，「乳幼児理解・総合的に指導する力」を
挙げ，次の項目に，「具体的に教育・保育を構想し実践する力」とされた。この項目は，保育
を実践する上での順序性を表したものではないが，いかにして子どもを理解しつつ保育を総合
的に実践していくことの重要性を強調していることが理解できる。今，子どもが何を感じ，何
を求めているのかを寄り添いながら理解しようとし，精選しながら関わりの方法を探ることが
重要である。子ども自身が，生活，遊びを通して，そのものに興味・疑問を持ち，特性を知り，
次の体験に自ら広めたり繋いだりと，幼児自身で関連させていくことができるように，保育者
の専門性をもって成り立たせていくことである。また，保育所の保育士に求められる主要な知
識及び技術「保育士に求められる知識及び技術」29）には，次の6つの項目が示されている。そ
れらは，子どもの発達援助，子どもの生活援助，保育の環境構成，子どもの経験や興味や関心
に応じた遊びの展開，子どもや子ども同士や保護者の関わりを見守り寄り添いながらおこなう
関係構築，そして保護者等への相談や助言である。これらは，子どもを理解した上で，保育を
総合的に実践していくうえでは不可欠ともされる視点や知識・技術である。さらには，保育者
と子どものみの相互作用だけではない，子ども自身が仲間同士の関わりからなる多面的な視点
や対話を通して，さらに遊びをひろげたり深めたり，生活を豊かにしていく面白さも感じられ
るような体験を保障することを，裏付けるものであると理解できるのである。
Ⅵ お わ り に
現在，社会における急速な環境の変化を背景に，保育に対するニーズの多様化が挙げられる。
こうした背景の中，保育者の専門性を発揮するとして，文部科学省（2012）「幼稚園教員の資
質向上について」30）の報告書の中には，教師に求められる専門性が記されている。それは，幼
稚園を取り巻く環境の変化の中における幼稚園教諭の専門性とされ，その専門性とは，幼児の
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表1 教科目の教授内容 〈科目名〉と〈目標〉
〈科目名〉 子どもの理解と援助（演習・1単位）
〈目標〉
1．保育実践において，実態に応じた子ども一人一人の心身の発達や学びを把握することの意義につ
いて理解する。
2．子どもの体験や学びの過程において子どもを理解する上での基本的な考え方を理解する。
3．子どもを理解するための具体的な方法を理解する。
4．子どもの理解に基づく保育士の援助や態度の基本について理解する。
発達の理解はもちろんのこと，内面も理解しつつ，保育を構想する力が必要であることとする。
また，幼児が発達を遂げるためにはあらゆる機能が関連していることを理解し，環境を通した
総合的な指導ができる力を備える事である。そして，養成・採用・現職の各段階において，資
質向上を目指し学び続けることや，その姿勢が求められているのである。
これらのことから，総合的指導を実践するための子ども理解として，個々の子ども理解と集
団理解，そして幅広い生活全体への視点をもつことの重要性について整理された。そして，時
代と共に保育の情勢はめまぐるしく変化している中，養成段階において保育者の専門性という
ものを形成していくための課題として，今後の授業展開についても改めて検討することが必要
であることが挙げられる。子どもを理解し総合的指導のもと保育をすること，またその視点を
もつこと，そして，その素地を作ることが養成段階に求められている。そのためには，各々が
実践しながら学び続けることや，その基本の姿勢を身につけていくことが保障されなければな
らない。保育者が日々の保育を振り返ることや，共有し語り合うことが不可欠であることと同
じように，養成段階においても，保育というものを多面的に見たりとらえたりすることが重要
である。そうした学びを積み上げていけるような授業展開を可能とすべく必要があることが明
らかである。養成段階においては，保育者の専門性を方向付けながら保育者の素地を磨き，専
門性としての技量を高めていくことを目指し，筆者の今後の授業展開の再構築につなげたいと
考える。
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